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村上春樹の「カンガルー日和」について











































































　しかし、それならばなぜ、雑誌『トレフル』1981 年 4 月号から 1983 年 3 月号までに連載し












































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、という思考上の手続き






































た時期である。1981 年（村上春樹 32 歳）に発表された「カンガルー日和」は、いわゆる初期



























































































































































































0 0 0 0
〉〈枯れ尽きてしまった

















































































































































































































































































































































































































説 A Perfect Day for Bananafish 29）から着想を得たものと推測できる。この短編小説には数種類の
邦訳があり、「バナナ魚日和」（沼澤洽治訳『バナナ魚日和』、講談社、1973 年）、「バナナフィ














題の英語訳は、A Perfect Day for Kangaroos である30）から、これがサリンジャーの



























































































































































































































































































































2017 年）180 ～ 181 頁。なお、下線は引用者による。
33）村上春樹は、最新のエッセイ『猫を棄てる　父親について語るとき』（文藝春秋、2020 年、初出は『文藝





































象について―」『文学・芸術・文化（近畿大学文芸学部論集）』第 25 巻 2 号、近畿大学文芸学部
山口政幸（2001）　「カンガルー日和　かんがるーびより」『村上春樹　作品研究事典』（村上春樹研究会編）、
鼎書房
40－ －
